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1. はじめに 

地震・津波が発生した際、被災が予想される地域住民

（以下、居住者等）の避難は重要である。 

 避難場所の確実な利用のため、居住者等による解錠を

可能とするキーボックスの設置が行われているが、利用者

への周知が進んでいない問題がある。 

 そこで、発災時のみ、避難場所へ参集した居住者等の

スマートフォンに対し、キーボックスの存在を通知するシ

ステムを作成した。 

 本論文において、「避難場所」は国の災害対策基本法

にて定められている緊急避難場所を指す。 

 

2. 発災時の解錠に関する現状 

2.1既存のシステム 

キーボックスを用いた既存のシステム（既存システム）

では、事前にキーボックスの解錠番号を居住者等と共有す

る方法や、キーボックスに施設管理者の電話番号を記載し、

避難施設利用時に解錠番号を問い合わせる方法が用いられ

ている。既存システムは、避難場所に参集した時、施設管

理者が不在の場合でも、居住者等による解錠が可能となる

利点がある。 

 一方で、懸念する点は、施設管理者が被災者となった

場合、電話が不通のため、居住者等による解錠を行うこと

が不可能である。 

2018年 9月未明に発生した胆振東部地震では、キーボッ

クスが設置されているにもかかわらず、キーボックスの周

知不足、ブラックアウトによる電話の不通によって、避難

施設が解錠されなかった事例が報告されている。 [1] 

 

2.2 実用化されているシステムと課題 

 既存システムの懸念点の解決法として、発災時、避難

場所に設置されているキーボックスを施設管理者が遠隔で

解錠できるシステム [2]や、震度計を内蔵し、地震を検知

することで解錠するキーボックス [3]が実用化されている。

また、居住者等に対し、事前にキーボックスの解錠番号を

周知することで、避難施設の利用を可能とする運用が提言

されている。 [1] 

 [2][3]のシステムや運用は、２.１にて述べた懸念点を

解消する可能性がある。 

 しかし、[2][3]のシステムは、避難を行う居住者等が、

キーボックスの存在と利用方法についての知識があること 

 

が前提条件である。そのため、キーボックスについての知

識を持たない居住者や、一時的に滞在している旅行者によ

る解錠が不可能である【解錠不能の問題】。また、事前に

キーボックスの解錠番号を周知する運用は、警備の観点か

ら好ましいとは言えない【防犯上の問題】。 

 以上の問題を解決するために、施設管理者が不在であ

っても必要に応じて解錠が可能であることに加えて、キー

ボックスに関する事前の知識を持たない居住者等による解

錠が可能かつ、平時における施設の防犯管理に支障をおよ

ぼさないシステムの開発が必要である。 

 

3. 開発した解錠情報支援システムの概要 

システムは、Linux OSの動作するシングルボードコンピ

ューターである Raspberry Piと、LINE株式会社から提供さ

れている、LINE Beaconの LINE Simple Beacon機能で構成

されている（図１）。 

図 1 システムの概要 

 

LINE Simple Beaconは、Bluetooth機能を持つ端末をビー

コン端末として利用可能とするデバイスの仕様である。 

 

Raspberry Piは、災害情報を気象庁防災情報 XMLデータ

ベース（データベース）から常時取得（図 1①災害情報の

取得）している。システムは避難施設の所在する地域にお

いて、居住者等の避難が予想される規模の災害情報を取得

すると、LINE Beaconの機能が Raspberry Pi上で有効（図 1

②ビーコンの起動）となる。 

 LINE アプリをインストールした居住者等のスマートフ

ォンが、ビーコンの検知する範囲に侵入すると(図 1③検

知)、LINEアプリはクラウドサーバーに対して Webhookイ

ベントを送信する(図 1④POST）。本システムではクラウ

ドサーバーに Platform as a Service（PaaS）である Herokuを
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用いている。PaaS 上のプログラムは LINE アプリを通じて、

キーボックスの位置・避難施設の解錠方法を居住者等のス

マートフォンに通知する(図 1⑤メッセージ送信指示⑥通

知)。 

図２は避難施設に設置するシステム、図 3 は実際にスマ

ートフォン上の LINE アプリにて、メッセージを受信表示

させた図である。 

図 2 避難施設に設置するシステム  

 

図 3 実際に動作する様子 

 

4. 提案システムの特長 

本システムは、避難施設に設置されている既存キーボッ

クスと組み合わせることで、施設管理者不在時の居住者等

による解錠を支援する。発災時、解錠情報を入手する目的

での施設管理者への連絡が不要で、避難施設の解錠が可能

となる。 

本システムは避難施設の利用が必要と考えられる災害の

情報を取得した場合にのみ、スマートフォンへ向けた解錠

情報の通知を行うため、平時の防犯と災害時の確実な解錠

の両立が可能である。 

 本システムでは、発災時にのみキーボックスの解錠情

報が通知されること【防犯上の問題の解決】、解錠のプロ

セスにおいて施設の解錠を除いたプロセスを自動化するこ

と【解錠不能の問題の解決】で、2 節で述べた 2 点の問題

点を解決した。 

 

5.  通知情報の検討 

5.1通知形式について 

本システムでは発災時にのみ居住者に対して通知絵を行

う。LINE Simple Beacon 機能を通じて通知が可能である形

式はテキスト形式・画像形式などの LINE アプリ内で利用

可能な形式から選択できる。 

災害時にはインターネット回線の利用者が一時的に増加

し、回線の輻輳が発生する場合がある。このことから、デ

ータ使用量の多い形式は避け、軽量な形式が最適であると

考えられる。本システムではテキストを使用した通知内容

について検討する。 

 

5.2通知内容について 

解錠支援に必要な情報として、キーボックスの設置場所、

キーボックスの開け方、施設管理者の連絡先情報などが考

えられる。 

避難を行う居住者等自身が解錠を行うために必要とする

情報について、キーボックスの設置を既に実施している避

難場所の管理者より聞き取り調査を行い検討した。 

6. まとめ  

発災情報に対応して、避難を必要とする居住者等へ向け

て、避難施設の解錠情報の通知を行うシステムを開発し、

提案した。 

本システムは既存のキーボックスと組み合わせることで、

一刻も早い避難が重要となる災害に対する効果が期待でき

る。 

災害の発生に対応して動作するビーコンは、解錠情報の

ほかに避難施設のマップ表示や、発災後に必要となる情報

を通知するなどの応用的な活用法が考えられる。 
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